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●中野区

VLP活用のねらい
 教育支援室の職員や子ども同士でコミュニケーションを図り、社

会とのつながりを実感できる居場所の一つとなることを目指す。
 日常生活における日本語に不安を抱える外国人児童・生徒へ

の日本語指導のフォローアップを行う。
対象生徒・児童
 教育支援室に通う児童・生徒
 SSWが関わる児童・生徒
 不登校対応巡回教員が巡回している中学校の校内別室に通っ

ている児童・生徒
 教育支援室に通う日本語に不安を抱える児童・生徒
運営時間
 月〜金 ９：００〜 ９：３０

１１：５０〜１２：１５
１４：５０〜１５：００
※教育支援室職員が対応する時間
※９時〜１８時も都の支援員で対応

 火〜木 １５：００〜１６：４５
活用方法
 チャットやアクション機能を活用したコミュニケーションを通しての人

間関係づくり。
 心理士とVLPの面談の実施。
 放課後（木曜15:30〜）オンライン部活動の実施。
 ホワイトボードでイラストを使ったコミュニケーションの実施。
 マイクとチャットを活用し、しりとり等のゲームを通して日本語の学

習の実施。

【前期】
・教育支援室の職員への研修
・教育支援室に通室する児童・生徒への説明、アカウント
配布
・不登校対応巡回教員への研修
・生活指導主任への説明会、研修
・児童・生徒・保護者向けの体験会実施
・教育支援室に通室が難しい日の、VLP上での職員との関
わり、コミュニケーション
・国際交流協会に通室している児童・生徒に、ECCの日本
語教室のイベントへの参加を働きかけている。

【後期】
・毎週、木曜日にオンライン部活動「プログラミング部」を、
VLPのみんなでプログラミングを活用して実施
・通室生と心理士とのVLP上での面談の実施。
・通室生の受検に向けた指導・支援の実施
・中学校の不登校対応巡回教員と連携した、通室生以外
へのVLP上での支援の実施
・ホワイドボード機能やしりとり等のゲームを通じた日本語指導
の実施
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●中野区

児童・
生徒

• 教育支援室の先生に直接メッセージを伝え
ることができて便利だった。

• タブレットを通して手軽にアクセスでき、操作
方法も直観的でわかりやすかった。

• 通話の音質がよく、個室も設置されていたた
め、先生に大事な話をする時に便利だった。

• 画面がかたまったり、意図せずオブジェクトに
触ってしまうなど、操作していてストレスに感じ
る箇所があった。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 コミュニケーション方法の新たな選択肢となった。
 通室できない日や長期休業中も支援員と交流をもつことができ、

生活リズムや学習習慣を身に付けるために、効果的だった。
 通室が安定しなかった児童・生徒がVLP上で支援員とコミュニ

ケーションをとることで、教育支援室に対して安心感をもつことが
でき、その後安定した通室につながった。

 オンライン部活動（プログラミング部）を行ったことで、プログラミ
ングに興味がある児童のVLP利用につながり、その後通室につ
ながった。

 日本語に不安を抱えていた児童が、VLP上での支援員との関
わりを通じて、日本語や日本の文化を学ぶ機会になった。

 区内でどこともつながっていない児童・生徒を０にするため、つな
がりづくり第一歩として活用を拡大していく。

 参加児童・生徒の目的・目標を設定し、そのために入室時間
や入室して行うことを本人と相談しながら決めていくなど、主体
的に子どもが活用できるような支援を行っていく。

 オンライン部活動の成果を生かして、様々なオンラインでの活動
を行っていきたい。

 日本語に不安を抱える児童・生徒に対して計画的に指導でき
るような体制を構築していきたい。

利用者の声

• VLPの効果的な活用について、様々な自治
体と交流する機会が多く設定されいて参考
になった。今後も、一緒に、様々な可能性を
探りながら、来年度はさらに発展させていきた
い。（指導主事）

• VLPを通じて休みがちな児童・生徒にも働き
かけることができ、信頼関係を構築するため
の機会を得ることができた。今後も支援を充
実させていきたい。（教育支援室職員）
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●中野区

保護者への周知用資料

VLP関連のイベント・取組


